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【定例活動報告】 
　新年あけましておめでとうございます。本年も急がず、無理せず、楽し
く、休まず、ボチボチとをモットーに３つの森林活動、森をつくる、いか
す、つなぐの活動を進めていきたいと思います。昨年も毎年恒例となって
おりますエコプロダクツ展に出展し、多くの方にブースに立ち寄っていた
だき、活動のご紹介、今後の新しいつながりになりそうなお話をさせてい
ただく場となりました。準備を進めておりますのは本会に参加する中高生
ですので本来はその中高生がブースに立てる、せめて土曜日の開催を企画
してもらいたいところですが、会場費の問題があるのでしょうか、コロナ
以降は平日３日間の開催となってしまっております。しかしながら、平日
であることで、近隣の小中学生が学校行事の一環でエコプロ展に参加し、ブー
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スでも説明を聞いてくれております。 
　また、昨年は特に小原活性化会議の小原の郷活用分科会に参加させていただき、郷を活用する体験プロ
グラムを主で２本、お手伝いで１本と地域との連携も進めさせていただくことができました。本年はさら
に同市のSDGs課や公園課との連携を進めていきたいと計画しております。本年も本会の活動へのご理
解、ご支援どうぞよろしくお願いいたします。 

宮村　連理（本会、副理事長） 

【定例活動報告】知足の森 

　今日は、土壌の保水率調査用の器具を取り付ける場所を決めました。調べることは三つあります。 
　一つ目に整備された針葉樹林と整備されていない針葉樹林で土壌の保水率はどのよう違うのかです。仮
説としては、整備された針葉樹林のほうが木、一本一本がちゃんと根を張っているため土壌の保水率が高
いと考えられます。 
　二つ目に針葉樹林の高いところと低いところの土壌の保水率の推移です。仮説としては、雨は上から降
り、下に行くため高いところの土壌の保水率がまず高くなり、やがて低いところの土壌の保水率も高く
なっていくと考えられます。 
　三つ目に整備された針葉樹林と整備されていない針葉樹林の高いところと低いところの土壌の保水率の
推移です。仮説としては、上の二つから、高いところの土壌の保水率がまず高くなり、やがて低いところ
の土壌の保水率も高くなっていくことはどちらも変わらないと考えられるが、全体的に整備された針葉樹
林のほうが土壌の保水率が高いと考えられます。 
　この三つのことを確かめるために、今日、整備された針葉樹林の高いところ（標高340ｍ）と低いとこ
ろ（標高320ｍ）と整備されていない針葉樹林の高いところ（標高340ｍ）と低いところ（標高320ｍ）
で取り付けるところを決めました。整備された針葉樹林の方は難なく出来たのですが、整備されていない
針葉樹林の方は高いところを決めてから下に降りると一番下の標高がそこまで低くなく少し右側にそれて
しまいました。なので、まず低いところを決めてから、高いところを決めるべきだったと後悔しました。
これから、今日決めた場所に土壌の保水率調査用の器具を取り付け、調べていきます。結果が出るのが楽
しみです。 

小林　健晟（GTE LAB 中学２年男子） 

　今日の午前中は3つの班に分かれて木を切りました。私の班では、ギリギリの隙間を狙って倒せる木を
選びました。だから、みんな慎重に切っていきました。順調に進んでいき、ロープで木を倒す作業に入り
ました。すると、全く見当がついていなかった別の木の枝に引っかかってしまいました。引っかかりをな
くし倒そうと、もっと深くまで切ってみたりと様々な手を尽くしましたがダメでした。 
　その後、他の班の人がきて木にカマを引っ掛けてガッと木を動かしてくれて、そのまま倒れてくれまし
た。引っかかった後の様々な苦労が一瞬で終わってしまいました。 
　今年最後の森の活動では、挑戦とそれによる多くの試練、問題を解決するために必要な柔軟な対応力を
学びました。来年は今年よりたくさん森の活動に参加して、受け口をもっと上手く作れるようになって上
達したいです。 

宮田　怜奈（GTE LAB 中学１年女子） 
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桜井尚武の 

森のコラム 
　ユリ科の常緑多年草。最近提案されている新
しい分類基準（APG 植物分類体系）に従うと
キジカクシ科キチジョウソウ属の植物になりま
す。地下茎がよく発達し長く這うといいますが
地表で観察する人達にはそれはわからず、地下
茎の所々から根を出し、そこから葉や花茎を伸
ばしますのでそのところだけにこの植物が生え
ているように見えます。地表部の観察からは葉
が叢生（そうせい）し花茎が生じて花が咲きや
がて赤い漿果に実ります。葉は線形で長さは
30㎝になります。ヤブランやジャノヒゲなどと
混生することがありますが、これらより幅が広
く葉に平行な葉脈条（葉面にみられる中肋に平
行な葉脈）が数列あるので区別がつきます（図
1、図2）。 
　花期は8～9月頃でヤブランよりは短い4～
7cmの穂状花穂（すいじょうかすい）に薄紫
の花をつけます。年末から翌年の1月頃に赤く
熟した漿果が根元にみられますが葉をかき分け
てみないと見えない場合が多く見過ごしがちで
す（図2）。 
　分布地域は関東地方以西の本州、四国、九
州、中国です。　暖帯の山地帯の木陰や林縁植
生として普通で山里の人々には親しみのある植
物のようです。「吉祥」とはめでたい兆し＝吉
兆という意味ですが、花がめったに咲かず吉事
（よい事）があった時に咲くと言い慣わされて
きたのでこの名があるといいます。でも、じつ
は毎年咲くのだそうです、私の数年の観察でも
いつも咲いていました。ただし、花も実も叢生
（そうせい）する葉に隠れて搔き分けないと見
えない場合が多いことからこのような話が生ま
れたのではないでしょうか（図3）。 
　特段の藥効や用途があるとの記載はみつかり
ませんでしたが、丈夫でどこにでも比較的容易
に根付くことから、植え込みの根締め植物や地
面を覆う化粧植物としての用途、それに加えて
縁起物の花卉（かき）園芸植物としては結構馴
染みがあるようで、友人宅の玄関に飾られてい
たキチジョウソウは大きな豊かな花をつけてい
ました（図4）。 　   

桜井　尚武（本会、会員） 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「キチジョウソウ 
(Reineckea carnea)  」 

図4　園芸品のキチジョウソウ 

20231202　つくば  

図1　林縁のキチジョウソウの葉 

20230226 

三浦富士　京急長沢 

図2　キチジョウソウの実と条のある葉 

20220108　昭和記念公園西立川  

図3　覗き込んでみるキチジョウソウ 

20220108　昭和記念公園西立川  
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【活動報告】 
おばらまるしぇで薪割り体験 

　小原の郷で定期的に行われているおばらまるしぇに12月第１
日曜日の定例活動の午後に参加しました。活動は薪割り体験の提
供をしました。 

　この薪割体験の活動では自分が無意識に行っている事を言語化
して他人に伝える難しさを実感しました。　具体的には、薪割で
斧を使ってやりたい方のためにまず実践も交えつつアドバイスを
するのですが、その時に思ったように言葉が出ず、自分がいかに
感覚だけで動いてるかを痛感しました。 
　挑戦してる方の動作を見て、違和感を感じつつも的確な助言を
与えられた自身は無いですが、終わった後は皆さん爽快感のある
顔をしていたのでこちらも達成感を味わうことが出来ました。 

井手　菱誠（GTE LAB 中学２年男子） 
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参加にあたって：

初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前に集合です。服
装、持ち物については、汚れ
ても良い服装、着替え、滑ら
ない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、
飲料水、主食、昼食 

危機管理・救急対応：


危険管理・救急体制・森林ボ
ランテイア保険の準備の他、
会として可能な限りの体制を
敷いていますが「怪我・事故
は、自己責任」です。 

NPO法人 
緑のダム北相模 
名称：特定非営利活動法人　緑のダム北相模 
現地事務局：〒252-0172　相模原市緑区与瀬本町12　かどや食堂内 
支援団体：セブン-イレブン記念財団 
　　　　　積水ハウスマッチングプログラム、国土緑化推進機構 
　　　　　パタゴニア 
協働団体：神奈川県、相模原市、麻布大学、マルモ出版、 
　　　　　東京学芸大学環境教育研究センター、 
            （社）東京学芸大EXPLAYGROUND推進機構、 
　　　　（社）さがみ湖 森・モノづくり研究所
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